
令和６年４月１日 

 

帝国倉庫運輸株式会社 行動計画第４回 

 

 一般事業主行動計画第１回目から目標である年次有給休暇取得の促進が達成出来ず、第２回、第３回と

同じ目標を策定して来た。 

平成３１年４月からの施行された『働き方改革』での年次有給休暇の年５日取得の義務付けにて、令和元

年度及び、令和２年度では、ほぼ目標近くまで達成出来ましたが、目標までは達成できず、引続き目標

を達成する為に、第４回目は職種別に年次有給休暇取得の促進を計る為に計画する。 

 

１．計画期間 

    令和３年６月１日～令和８年５月３１日までの５年間 

 

２．内  容 

 令和３年度の集計より、総合職を管理職と総合職の２職に分類する。（令和３年１０月改定） 

目標１ 令和６年度までに、『働き方改革』年次有給休暇取得日数を下記の通り

促進を計る。 

    管理職  年間取得日数が、従業員平均１０日以上とする。 

    総合職  年間取得日数が、従業員平均１０日以上とする。 

事務職  年間取得日数が、従業員平均１０日以上とする。 

    運輸職  年間取得日数が、従業員平均７日以上とする。 

    荷役職  年間取得日数が、従業員平均７日以上とする。 

目標２ 令和８年５月までに、『働き方改革』年次有給休暇取得日数を下記の通

り促進を計る。 

    全職種  従業員１人に対し、年間取得日数１０日以上とする。 

 

<対策１ 年次有給休暇の取得状況の把握及び、取得しやすい職場づくり> 

 

行動計画第４回の年次有給休暇の取得目標及び、対策 

１．行動計画第２回から導入してきた土曜日出勤目標を、令和３年６月からも引続き行う。 

①．総合職及び、事務職は、毎月土曜日を最少人数で業務を行う、当番制度を努力目標とする。 

②．運輸職及び、荷役職も同様に、毎月土曜日を最少人数での業務を行い、平日でも業務に支障が無

い場合は、極力有給取得に努力する。 



２．令和３年１１月に、半年間の平均取得日数と取得率を算出し、今後の計画を立てる。 

３．令和４年６月に、職種別の１年間の平均取得日数及び、取得率を算出し、今後の計画を立てる。 

４．以後、１年毎に平均取得日数と取得率を算出し、令和６年度までには目標１の達成に努力する。 

５．年度別による、職種別年次有給休暇平均取得日数の集計表の分析 

令和３年度 

職種 年度給付日数 年度取得日数 年度総人数 平均取得日数 平均取得率 

管理職 ４７１．０日  １５３．５日  １２．０人  １３．０日  ３２．６％  

総合職 ２６２．０日  ７０．０日  ９．０人  ８．０日  ２６．７％  

事務職 ２４６．０日  １２７．５日  １０．０人  １３．０日  ５１．８％  

運輸職 １３０８．０日  ４０１．５日  ４５．０人  ９．０日  ３０．７％  

荷役職 ８５２．０日  ４２３．０日  ３２．０人  １３．０日  ４９．６％  

 目標としては、総合職以外の職種の従業員は、平均取得日数を達成している。 

令和４年度 

職種 年度給付日数 年度取得日数 年度総人数 平均取得日数 平均取得率 

管理職 ４８１．０日  １３９．０日  １３．０人  １１．０日  ２８．９％  

総合職 ３３２．０日  ７７．５日  １０．０人  ８．０日  ２３．３％  

事務職 ３００．０日  １５５．０日  １２．０人  １３．０日  ５１．７％  

運輸職 １４５２．０日  ４６９．０日  ４７．０人  １０．０日  ３２．３％  

荷役職 ９３６．０日  ３７１．５日  ３５．０人  １１．０日  ３９．７％  

 目標としては、総合職以外の職種の従業員は、平均取得日数を達成している。 

令和５年度 

職種 年度給付日数 年度取得日数 年度総人数 平均取得日数 平均取得率 

管理職 ４９６．０日  １９２．５日  １３．０人  １５．０日  ３８．８％  

総合職 ３３１．５日  ７９．５日  １２．０人  ７．０日  ２４．０％  

事務職 ３２７．０日  ２１５．５日  １２．０人  １８．０日  ６５．９％  

運輸職 １５５４．０日  ６５０．０日  ５１．０人  １３．０日  ４１．８％  

荷役職 １０５１．０日  ４７７．５日  ３８．０人  １３．０日  ４５．４％  

 目標としては、総合職以外の職種の従業員は、平均取得日数を達成している。 

  

 ６．令和６年度の総合職に関しては、行動計画第４回の対策の『毎月土曜日を最小人数で業務を行い、

当番制度を努力目標とする。』をもう一度、徹底して行うようにする。 

  又、全職種の従業員に対しての１人年間取得日数１０日以上の目標も達成するように努力する。 


